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以上、第 1 章から第 5 章までは世界/自己の関係から人間形成の現象学を展開しているが、第 6
章「人間形成の現象学の展開可能性」はこの現象学の新たなあり方を究明している。
論者によると、内的体験における時間意識の分析(第 1 章)からも窺い知られるように、時間
意識の構成のうちには、「過去把持」や「未来志向」といった「脱 現在化」もまた含まれている。
これは「自己中心イ七」の作用としての構成とは異なるものであり、フッサールの現象学(自我論)
では十分に解明されえないものであろう。さらにいえば、この「脱一自」に定位して教育的現実
を現象学的に探究するには、フッサール以降の現象学者、とりわけロムバッハの「構造存在論」
を考慮しなければならない。これによって、構成の現象学から構造のそれへの転換が成就される
とともに、脱自的な人間形成の運動が現象学的に闇明されるからである。
最後に、「人間形成の現象学の始源をたずねて」と題する終章は、以上の各章での論点をふまえ
ながら、フッサール以前の伝統的思想(ゲーテ)を現象学的に捉え直し、いわば「女台源」的方向
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に沿って、人間形成の現象学のさらなる可能性を模索している。そのさい、フッサールの弟子で
ゲーテ自然学を現象学的に研究した哲学者、コンラート=マノレティウスの所論を参照し、フッサー
ルとは異なる視点で人間形成の現象学を再考している。
〈論文審査の結果の要旨〉
メルロ=ポンティによると、フッサール現象学の課題は、哲学、科学一般、「人間の科学」といっ
た諸学の「危機」をふまえたうえで、これらの可能性及び「基礎」を探究することにあった。こ
うした経緯は、人間科学に属する教育学や教育人間学に対しても多大な影響を及ぼし、たとえば
ランゲフェルトは、現象学的方法を基調とした独自の「子供の人間学」を構想・展開している。
これまでの現象学的教育学では、しかし、教育的現象の分析・記述の方法たる現象学が重視され
る一方、フッサール現象学の思想には十分な省察が加えられていない。本論文は、フッサール現
象学と教育学とのこのような関係をふまえながら、人間形成の現象学の原理をフッサール自身に
即して究明し、これによって人間形成論研究の新たな可能性を提示している。その射程は、人間
形成の現象学の成立根拠にかかわるさまざまな研究領域、すなわち自我論、時間論、世界概念、
行為論、他者論、身体論、人格概念といったきわめて広汎な領域にわたるものである。
こうした研究は、これまでの人間形成論研究には見られない独創性を有している。教育学、と
りわけ人間形成論に対するフッサール現象学の意義については、原理的・全体的には十分に研究
されていないのが実情であり、この点で本論文は教育哲学研究、ひいては人間形成論研究に対し
て多大な貢献をなすものである。
さて、本論文がそうであるように、いかなる教育論も展開していない哲学者を人間形成論的に
研究する場合、回避されねばならないのは、その哲学思想をすでに完成されたひとつの体系とし
て理解したうえで、それが提示する本質理論を教育的現実の諸問題に対して適用していく、とい
うことである。しかしながら、一方、教育的現実とそこへの実践的関与にのみ研究を方向づけて
いくならば、そこで取り扱われる哲学思想を恋意的に歪曲してしまう危険性がある。その点で、
フッサール研究に伴うこのディレンマをも十分に自覚しながら、フッサールの諸著作及び多くの
関連文献を精織に探査・読解し、人間形成の現象学の成立根拠を多角的・重層的に解明した本論
文は、未熟ではあるものの、全体としてみるならばきわめて意欲的な研究であるといえる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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